
平
安
時
代
に
お
け
る
解
文
の
文
章
構
成
に
つ
い
て

ー
　
「
尾
張
国
解
文
」
を
中
心
と
し
て
1

西
　
　
村
　
浩
　
　
子

日
次

一
、
は
じ
め
に

二
、
研
究
の
方
法

三
、
「
尾
張
国
解
文
」
の
文
章
構
成
法

の
段
落
構
成
と
接
続
詞
と
の
関
係
に
見
ら
れ
る
類
型

は
段
落
内
に
見
ら
れ
る
表
現
の
粕
型

四
、
平
安
時
代
の
解
文
に
見
ら
れ
る
顆
型

五
、
結
び

一
、
は
じ
め
に

従
来
、
国
語
史
研
究
に
利
用
さ
れ
て
き
た
古
文
書
は
、
音
甜
・
表
記
の
研
究

資
料
と
し
て
の
仮
名
文
書
が
中
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
、
和
化
漢
文
で

書
か
れ
た
古
文
吉
も
類
義
字
或
い
は
語
彙
の
方
画
で
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き

て
い
る
。
和
化
漢
文
で
書
か
れ
た
古
文
書
は
、
そ
の
訓
読
が
困
難
で
あ
る
こ

と
、
一
文
書
中
の
言
語
蓑
が
少
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
中
に
棒
型
的
表
現

が
多
い
こ
と
等
の
欠
点
を
有
す
る
た
め
に
、
そ
れ
自
体
が
国
語
学
の
研
究
対
象

と
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

峰
岸
明
氏
は
、
『
平
安
時
代
古
記
銀
の
国
語
撃
的
研
究
』
　
（
昭
和
六
十
一
年

刊
）
の
中
で
、
古
記
録
の
訓
読
方
法
に
つ
い
て
『
御
堂
m
自
記
』
を
例
と
し
て

提
示
さ
れ
た
。
（
第
一
部
第
二
葦
第
一
節
「
記
録
語
文
に
お
け
る
漢
字
表
記
譜

の
解
語
方
法
に
つ
い
て
」
）
　
そ
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
同
じ
く
和
化
漢
文
で
書
か

れ
た
古
文
書
の
訓
読
に
お
い
て
も
応
用
が
可
能
で
あ
り
、
さ
す
れ
ば
先
の
欠
点

の
一
つ
は
克
服
で
き
よ
う
。
次
の
、
一
文
書
中
の
言
語
量
の
少
な
さ
に
つ
い
て

は
如
何
と
も
し
難
い
が
、
古
文
書
数
は
臆
大
な
数
に
の
ぼ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

（1）

数
量
の
多
さ
で
補
う
し
か
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
類
型
的
表
現
の
多
さ
に
つ
い
て

は
、
古
文
書
の
種
班
に
よ
っ
て
そ
の
様
式
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
無
間
係

で
は
な
く
、
同
様
式
の
文
書
に
は
類
似
の
表
現
　
－
　
類
型
的
表
現
が
屡
々
見

受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
単
に
「
類
型
的
表
現
」
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
文
章

中
の
い
か
な
る
部
分
に
、
ど
の
よ
う
な
表
現
と
し
て
現
れ
る
の
か
、
様
式
の
種

窺
・
記
載
内
容
・
差
出
人
等
に
よ
っ
て
異
な
り
が
存
す
る
の
か
、
さ
ら
に
、
そ

の
表
現
に
は
時
代
に
よ
る
異
な
り
が
存
す
る
の
か
等
の
問
題
は
末
だ
解
決
さ
れ

て
お
ら
ず
、
研
究
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
に
お
い
て

は
、
類
型
的
表
現
の
多
さ
が
む
し
ろ
利
点
と
な
る
よ
う
に
思
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
和
化
漢
文
で
書
か
れ
た
古
文
書
の
文
体
研
究
の
一
階

梯
と
し
て
、
様
式
の
別
に
よ
る
文
章
の
構
成
並
び
に
表
現
に
認
め
ら
れ
る
灯
型

に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。
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〆

今
回
は
対
象
資
料
に
「
解
文
」
を
取
り
上
げ
る
。
「
解
文
」
と
は
、
「
解
」

の
様
式
を
用
い
て
、
主
に
自
己
に
不
都
合
・
不
利
益
を
も
た
ら
す
事
柄
を
上
級

機
関
に
訴
え
、
そ
の
裁
許
を
申
請
す
る
文
書
で
あ
る
。
「
解
」
は
公
式
令
に
規

定
さ
れ
た
文
書
様
式
の
一
で
あ
り
、
「
令
義
解
」
に
は
左
掲
の
如
く
、
書
き
出

し
と
書
き
留
め
文
言
（
両
者
と
も
に
ー
視
を
付
す
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。

謝
筍
矧
シ
・
申
ス
其
ノ
事

其
事
云
乍
二
矧
埋

年
　
月
　
日

（
姓
名
略
）

（
『
鵠
国
史
大
系
』
に
よ
る
。
）

公
式
令
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
「
餌
」
は
「
披
官
か
ら
所
官
へ
、
つ
ま
り
管
轄

関
係
に
あ
る
下
級
の
役
所
か
ら
上
級
の
役
所
へ
提
出
す
る
文
書
」
で
あ
る
が
、

「
個
人
か
ら
そ
の
所
属
宮
司
や
一
般
の
上
位
者
に
提
出
す
る
場
合
に
も
用
い

た
」
も
の
で
あ
る
。
平
安
時
代
に
は
、
「
広
く
国
街
・
社
寺
・
庄
園
関
係
に
用

〆

プ

ミ

ゲ

ジ

ゴ

ウ

い
ら
れ
」
、
「
文
書
名
も
、
解
と
い
う
よ
り
は
解
文
・
朋
状
と
よ
ば
れ
る
こ
と

（2）

が
多
く
な
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
解
文
」
の
例
と
し
て
、
『
雑
筆
要
柴
』
の
例
を
掲
げ
る
。
本
書
は
、
各
種
文

書
の
措
也
を
集
め
た
模
範
文
例
集
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
を
あ
ま
り
降
ら
な
い
こ

（3）

ろ
に
作
成
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
解
状
」
の
項
に
三
種
の
例
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
裁
許
申
請
内
容
が
一
ヶ
条
の
場
合
が
二
例
、
複
数
条
の
場
合

が
一
例
で
あ
る
。
左
掲
の
ロ
・
国
が
一
ヶ
条
の
例
、
回
が
複
数
条
の
例
で
あ

る
。
（
本
文
は
『
机
群
書
類
従
』
公
郡
部
に
よ
る
。
）

田
官
位
姓
名
解
。
　
中
進
申
文
事

〔
哉
欺
〕

詣
被
特
設
　
鴻
恩
任
解
状
旨
我
定
ム
申
愁
状
。

⑦

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

①

】

右
謹
投
案
内
。
ム
申
事
極
愁
也
。
望
詣
　
鴻
恩
。
早
任
道
理
。
精
被
許
。
仇

勒
仕
状
。
以
解
。

年
班
　
－

又
枝

団
某
御
庄
官
百
姓
等
解
。
申
請
寺
家
政
断
裁
事
。

言
上
三
倍
條

①
i

一
議
披
殊
裁
断
ム
中
子
細
事
。

官
位
姓
名
上

右
謹
抜
案
内
。
ム
申
窮
極
訴
也
。
早
任
道
理
欲
被
裁
免
耳
。

〔
諏
敗
〕

二
川
披
同
裁
定
ム
巾
愁
事
。

右
精
察
政
事
。
彼
條
諾
非
例
也
着
　
任
先
例
早
欲
披
裁
免
突
。

二
川
披
同
裁
許
ム
申
事
。

右
伏
惟
沓
記
。
於
彼
事
老
至
愁
也
。
且
爽
送
迎
牌
被
任
免
而
己
。

以
前
三
箇
朕
。
一
々
鳥
琶
裁
定
。
依
言
上
如
件
。
以
解
。

年
班
月
日

御
庄
公
文
姓
名
刑

下
司
姓
名
鍋
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又
校

回
某
御
庄
住
人
姓
ム
解
。
申
請
本
家
政
断
裁
事
。

－

、
．
．
1
．
．

請
披
殊
同
先
例
裁
許
ム
申
子
細
事
。

甜
班
詩
文
等
。

㊥
1

右
ム
謹
考
机
賞
。
ム
中
愁
中
大
愁
也
。
望
講
早
垂
惑
恩
被
裁
免
者
。
将
仰
憲

法
之
不
空
。
獅
念
官
仕
之
有
男
臭
。
以
解
。

年
班
ム
月
ム
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
モ
モ

い
ず
れ
も
、
「
　
－
　
解
」
に
始
ま
り
、
「
以
郁
」
を
以
っ
て
終
わ
る
。
そ
の

こ
L
－
．
㌧
・
ヽ
・

間
の
お
お
よ
そ
の
形
式
は
、
傍
線
①
の
事
告
と
呼
ば
れ
る
部
分
に
訴
陳
す
る
事

柄
の
概
要
を
記
し
、
併
線
①
の
部
分
で
そ
の
具
体
的
内
容
を
述
べ
る
。
そ
し

て
、
併
線
⑧
の
「
望
請
」
以
下
に
裁
許
を
要
請
す
る
旨
を
記
す
。
こ
の
三
部
分



に
分
か
た
れ
る
。

『
雑
翌
夏
集
』
で
は
、
俳
線
◎
に
具
体
的
内
容
が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本

稿
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
何
々
の
事
情
に
よ
っ
て
様
々
の
内
容
を
も
つ
、
こ

の
◎
の
部
分
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
の
具
体
例
の
説
明
箇
所
で

再
び
述
べ
る
。

二
、
研
究
の
方
法

今
回
、
多
く
の
古
文
書
の
中
か
ら
「
解
文
」
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
次
の
主

な
理
由
に
よ
る
。

ま
ず
、
「
解
文
」
と
称
さ
れ
る
古
文
書
の
中
に
、
永
延
二
年
（
九
八
八
）
の

「
尾
張
田
郡
司
百
姓
等
解
」
＜
通
称
、
「
尾
張
国
解
文
」
＞
が
存
す
る
こ
と
で

（1）

あ
る
。
本
資
料
に
は
詳
細
な
訓
点
の
施
さ
れ
た
写
本
が
現
存
し
て
お
り
、
ま

（5）

た
、
国
史
学
関
係
者
に
よ
る
本
文
研
究
も
な
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
全
文
の

内
容
読
解
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
他
の
解
文
を
読
む
に
際
し
て
大
き

な
手
が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
次
に
、
「
解
文
」
は
歴
史
上
、
平

安
時
代
の
政
治
・
経
済
を
知
る
上
で
不
可
欠
で
あ
り
、
史
料
と
し
て
の
重
要
性

が
山
‥
同
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
尾
張
国
鮮
文
」
は
、
郡
司
百
姓
等
が
国
司
藤
原
冗
命
の
悪
政
非
道
聖
二
十

一
箇
条
に
亙
っ
て
数
え
上
げ
、
そ
の
解
任
を
裏
求
す
る
た
め
に
太
政
官
に
提
出

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
国
史
学
上
つ
と
に
有
名
な
解
文
で
あ
る
。
国
語
学
の
面

（6）

か
ら
は
、
三
保
忠
夫
氏
が
獅
義
字
の
研
究
を
さ
れ
て
お
り
、
写
本
の
一
で
あ
る

其
福
寺
宝
生
院
蔵
本
（
以
下
、
「
宝
生
院
本
」
と
す
）
の
漢
字
索
引
が
同
氏
に

（7）

よ
っ
て
刊
公
せ
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
「
解
文
」
に
お
け
る
文
章
の
構
成
並
び
に
表
現
に
認
め
ら
れ
る
類
型

を
探
る
た
め
に
、
次
の
如
き
方
法
を
採
用
し
た
。

a
．
「
尾
張
国
解
文
」
の
文
章
を
例
に
と
り
、
各
条
毎
の
接
続
詞
に
注
目

し
、
か
つ
内
容
も
考
慮
し
て
段
落
を
分
か
つ
。
そ
し
て
、
段
落
と
そ
の
か

わ
り
日
に
使
用
さ
れ
て
い
る
接
続
詞
と
の
関
係
を
調
廃
す
る
。
「
尾
張
国

餌
文
」
を
例
に
取
り
上
げ
た
の
は
、
前
述
の
如
く
読
解
が
可
能
で
あ
る
と

い
う
点
に
加
え
て
、
そ
の
言
語
蓑
が
他
の
解
文
に
比
し
て
は
る
か
に
多
い

と
い
う
こ
と
、
し
か
も
、
一
個
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
資
料
に

均
質
性
が
あ
る
こ
と
、
に
よ
っ
て
い
る
。

b
．
次
に
、
段
落
内
部
で
の
表
現
に
類
型
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
を
調
査
す

る
。

C
．
a
・
b
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
斯
型
が
認
め
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

平
安
時
代
の
他
の
解
文
に
お
い
て
も
、
同
様
に
斯
型
が
認
め
ら
れ
る
か
否

か
を
調
査
す
る
。
調
査
の
対
象
と
す
る
解
文
は
、
『
平
安
遺
文
』
雛
一
巻

か
ら
第
十
一
巻
ま
で
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
、
「
古
文
再
編
総
〓
日
銀
」
に

「
…
…
解
」
と
題
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。

以
上
の
方
法
で
調
査
を
行
っ
た
。
結
果
を
先
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
次
の
如
く

な
る
。a

．
「
尾
張
国
解
文
」
の
三
十
一
箇
条
並
び
に
後
文
の
各
条
で
は
、
四
段
落

精
成
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
I
段
落
と
¶
段
落
と
の
問
で

は
、
遊
説
の
接
続
詞
が
用
い
ら
れ
、
Ⅱ
段
落
と
Ⅲ
段
落
と
の
問
で
は
惰
説

の
接
続
詞
が
用
い
ら
れ
る
。

b
．
Ⅳ
段
落
に
お
い
て
類
型
的
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
主
に

否
定
・
反
語
・
強
調
の
表
現
が
と
ら
れ
る
。

C
．
平
安
時
代
の
他
の
解
文
に
お
い
て
も
、
a
・
b
と
同
様
の
斯
型
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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三
、
「
尾
張
国
解
文
」
の
文
章
構
成
法

こ
こ
で
は
、
先
の
a
、
b
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

の
段
落
構
成
と
接
続
詞
と
の
関
係
に
見
ら
れ
る
類
型

ま
ず
最
初
に
、
段
落
構
成
が
四
段
落
に
整
っ
て
い
る
典
型
例
と
し
て
第
十
七

条
を
取
り
上
げ
る
。
本
条
は
、
国
司
藤
原
元
命
が
前
年
の
正
税
の
う
ち
の
用
残

稲
（
諸
支
出
を
差
し
引
い
て
残
っ
た
稲
殻
）
を
着
服
し
、
郡
の
自
宅
に
運
ば
せ

た
こ
と
を
訴
え
た
内
容
で
あ
る
。
左
に
本
文
を
掲
げ
る
。
本
文
は
宝
生
院
本
に

ょ
り
、
説
明
の
都
合
上
私
に
改
行
し
た
。
（
た
だ
し
、
返
点
は
宝
生
院
本
を
参

考
に
し
て
私
に
付
す
。
以
下
同
じ
。
）

十
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
用
人
）

〓
請
披
こ
裁
断
－
以
こ
酉
年
用
拉
相
穀
】
令
レ
窄
一
「
運
」
京
宅
【
事

右
用
授
官
物
非
こ
常
時
之
所
納
－
已
苗
代
分
附
之
者
須
以
二
如
レ
此
之
物
下
こ

符
借
貸
－
宛
－
亨
農
析
一
着
也

翻
猶
思
こ
生
活
之
便
】
　
及
二
五
六
月
之
些
　
今
春
二
澤
郡
司
百
姓
等
一
所
二

審
得
－
米
菓
別
三
四
合
　
所
レ
墳
米
全
五
升
法
也
　
…
…
‥
…
…
…
…
…
…
爪

烈
則
貧
弊
之
人
民
元
頼
之
郡
司
　
抱
レ
愁
馬
レ
枕
　
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
Ⅲ

費
r
国
之
吏
煩
レ
民
之
謀
　
無
レ
過
こ
於
斯
一

…

…

…

…

…

…

…

…

Ⅳ

｛
望
詣
裁
断
　
以
略
レ
令
レ
知
こ
貪
利
之
恥
】
央

全
体
は
、
大
き
く
三
部
分
に
分
か
た
れ
る
。
ま
ず
、
一
行
目
の
事
臼
と
呼
ば

れ
る
部
分
で
概
要
を
記
す
。
次
に
「
右
」
以
下
「
望
詣
」
以
前
で
詳
し
い
状
況

説
明
を
行
う
。
そ
し
て
、
「
望
請
」
以
下
に
要
求
内
容
を
記
す
。
こ
の
三
部
分

で
あ
る
。
今
問
題
と
し
た
い
の
は
、
第
二
番
目
の
、
「
右
」
以
下
「
望
請
」
よ

り
前
に
記
敬
さ
れ
た
文
章
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
の
部
分
を
接
続
詞
に
注
目
し
て
み
る
と
、
「
而
」
と
「
然
別
」
と
い
う
二

つ
の
接
続
詞
（
＝
線
を
付
す
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
而
」
以
前
の
部
分
（
I
）

で
は
、
用
残
稲
は
前
任
の
国
司
の
代
の
残
稲
で
あ
り
、
元
命
在
任
中
の
余
剰
分

で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
官
物
の
処
理
は
、
一
つ
に
は
倍
貸
（
無
利
息
の
貸
付
）

の
財
源
と
す
べ
き
で
あ
り
、
二
つ
に
は
農
新
と
し
て
百
姓
等
に
与
え
る
べ
き
で

あ
る
、
と
い
う
従
来
の
方
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
「
而
」
か
ら
「
五
升
法
也
」
ま
で
の
部
分
（
Ⅲ
）
で
は
、
元
命
は
五
、

六
月
に
な
る
と
郡
司
・
百
姓
等
に
命
じ
て
用
残
稲
を
春
か
せ
、
京
の
自
宅
に
運

ば
せ
た
。
し
か
も
、
古
米
で
あ
る
用
残
稲
は
一
束
に
つ
き
三
、
四
合
し
か
得
ら

れ
な
い
と
こ
ろ
を
、
規
定
通
り
一
束
に
つ
き
五
升
を
納
め
さ
せ
た
と
い
う
の
で

あ
る
。こ

の
I
と
Ⅱ
と
の
問
の
接
続
詞
「
而
」
は
、
直
前
に
文
末
の
助
辞
「
也
」
が

存
す
る
こ
と
か
ら
、
文
頭
に
立
つ
こ
と
が
わ
か
る
。
文
頭
に
立
つ
「
而
」
は
逆

説
接
続
の
用
法
で
あ
り
「
シ
カ
ル
ニ
」
　
（
「
シ
カ
ル
ヲ
」
）
　
と
訓
ず
る
こ
と
が
峰

（8）

岸
明
氏
の
御
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
而
（
シ
カ

ル
：
）
」
に
導
か
れ
る
Ⅲ
に
は
、
I
に
背
く
国
司
の
非
道
、
横
暴
な
振
舞
の
事

実
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
「
然
則
」
か
ら
「
馬
枕
」
ま
で
の
部
分
（
Ⅲ
）
で
は
、
Ⅱ
の
結
果
、

人
民
は
貧
し
く
、
郡
司
は
頗
る
べ
き
所
も
な
く
慾
を
枕
に
眠
る
よ
う
な
、
厳
し

い
状
況
下
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

Ⅲ
と
Ⅲ
の
問
に
は
「
然
別
」
と
い
う
順
説
の
接
続
詞
が
用
い
ら
れ
、
Ⅱ
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
人
民
の
悲
惨
な
状
況
（
結
果
）
が
Ⅲ
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。最

後
の
「
費
国
」
か
ら
「
於
斯
」
ま
で
の
部
分
（
Ⅳ
）
で
は
、
国
の
財
源
を
押

す
役
人
、
人
民
を
煩
わ
す
謀
は
こ
れ
に
勝
る
も
の
は
な
い
、
と
I
～
Ⅲ
よ
り
判

断
し
た
欝
者
の
意
見
（
～
～
線
を
付
す
）
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
Ⅳ
は
、

Ⅲ
の
内
容
を
よ
り
強
く
印
象
づ
け
る
働
き
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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以
上
の
如
く
、
「
右
」
以
下
「
望
請
」
以
前
の
文
章
は
、
I
従
来
の
方
法
、

Ⅱ
「
I
」
に
背
く
事
冥
、
Ⅲ
「
u
」
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
悲
惨
な
状
況
、
Ⅳ

「
I
」
～
「
Ⅲ
」
よ
り
判
断
さ
れ
た
聖
者
の
意
見
、
と
い
う
内
容
の
四
段
落
構

成
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
段
落
の
か
あ
り
日
に
用
い
ら
れ
る

接
続
詞
は
、
I
と
Ⅱ
と
の
問
で
ほ
逆
説
の
接
続
詞
で
あ
り
、
Ⅱ
と
Ⅲ
と
の
問
で

は
憶
説
の
接
続
詞
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。

さ
て
、
「
尾
張
国
離
文
」
に
お
け
る
各
条
の
文
章
を
内
容
に
よ
っ
て
段
落
分

け
す
る
と
、
必
ず
し
も
四
段
落
構
成
で
は
な
い
桑
が
存
す
る
。
即
ち
、
四
段
落

構
成
が
整
っ
て
い
る
パ
タ
ー
ン
と
四
段
落
構
成
が
整
っ
て
い
な
い
パ
タ
ー
ン
の

二
種
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
前
者
を
A
パ
タ
ー
ン
、
後
者
を
B
パ
タ
ー
ソ
と
す

る
と
、
B
．
バ
タ
ー
ン
の
中
に
は
、
さ
ら
に
、
I
か
ら
Ⅳ
の
ど
の
部
分
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
か
に
よ
り
、
三
分
析
し
得
る
。
整
理
し
て
示
す
。

A
パ
タ
ー
ソ
　
ー
一
条
内
で
四
段
落
構
成
が
整
っ
て
い
る
も
の

B
．
バ
タ
ー
ソ
ー
ー
上
条
内
で
四
段
落
構
成
が
整
っ
て
い
な
い
も
の

の
　
Ⅳ
相
当
部
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の

伺
　
Ⅲ
相
当
部
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の

の
．
1
相
当
部
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の

A
パ
タ
ー
ソ
の
例
は
第
十
七
条
を
例
と
し
て
示
し
た
の
で
、
以
下
に
は
B
．
バ

ク
ー
ソ
の
の
何
の
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
例
を
示
す
。

的
の
例
…
…
第
十
二
条

十
二二

柚
被
二
裁
断
一
不
二
下
行
一
三
位
年
所
郡
家
雑
用
准
尉
六
七
百
九
十
栗
事

（
揃
入
）

右
彼
四
所
レ
在
塙
三
十
疋
直
穀
「
百
イ
」
五
十
石
抹
粗
廿
四
石
侍
鳥
十
五
疋
内

（
打
入
）

鍔
損
買
替
置
租
「
五
イ
」
　
十
二
石
五
斗
＃
一
年
新
粗
二
百
二
十
六
石
五
斗

惣
二
計
三
箇
年
新
】
准
頼
六
千
七
百
九
十
五
克
也
　
是
則
依
レ
式
立
二
川
税
帳
一

而
常
任
守
元
命
朝
臣
悉
私
用
不
レ
宛
二
把
分
－
愁
之
中
之
鳥
レ
愁
　
芙
レ
迫
二
於

甥
就
中
使
到
署
之
時
針
撃
於
郡
司
】
正
目
之
析
不
L
呵
二
勝
計
一
誼
以
二

私
馬
一
逓
迭
者
一
度
之
弊
及
二
敢
疋
之
駄
t
　
部
内
由
紀
失
隣
国
重
求
借
　
恐

精
粟
国
宰
岩
積
二
習
之
一
我
　
　
　
　
　
　
　
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
Ⅲ

仰
箪
人
民
一
多
有
レ
損
無
レ
益
也
　
唯
箪
t
国
史
一
覇
無
レ
抗
有
レ
益
也
　
…
…
Ⅲ

望
講
被
二
裁
断
一
以
将
レ
省
二
愁
苦
一
央

＜
本
条
ほ
、
元
命
が
三
年
間
に
駅
家
雑
用
の
籾
を
六
千
七
百
九
十
五
東
も
着

服
し
な
が
ら
、
駅
烏
の
E
月
番
料
や
飼
株
の
支
出
を
怠
る
こ
と
を
訴
え
て
い

る
。
＞

本
条
で
は
、
Ⅳ
相
当
部
、
即
ち
筆
者
の
意
見
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
Ⅲ
の

波
線
部
で
意
見
に
あ
た
る
記
載
が
存
す
る
。
同
様
の
例
は
第
八
条
（
宝
生
院
本

1
3
1
行
目
、
以
下
同
じ
）
、
第
十
条
（
間
行
目
）
　
に
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
、
意
見

を
再
度
振
り
返
す
こ
と
を
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
Ⅳ
相
当
部
が
省
略
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
の
他
、
後
掲
の
表
1
の
中
で
、
第
十
三
、
十
八
、

二
十
五
、
二
十
八
条
の
各
条
は
、
Ⅳ
相
当
部
が
な
い
と
見
放
す
か
、
あ
る
と
見
放

す
か
、
判
断
に
迷
う
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
は
の
に
含
め
て
扱
っ
た
。
第
二
、

二
十
一
、
二
十
三
条
に
つ
い
て
は
、
次
の
如
く
考
え
て
い
る
。
第
十
七
桑
の

Ⅳ
の
説
明
部
分
で
、
Ⅳ
は
Ⅲ
の
内
容
を
よ
り
強
く
印
象
付
け
る
働
き
が
あ
る
と

考
え
た
が
、
こ
れ
ら
三
例
は
、
そ
の
印
象
付
け
を
行
わ
な
か
っ
た
例
で
は
な
い

か
と
E
心
う
。
今
後
さ
ら
に
然
る
べ
き
理
由
の
検
討
を
続
け
た
い
。

何
の
例
…
…
第
十
一
条

十
一一

請
披
二
裁
断
】
不
レ
宛
二
行
許
辟
何
食
井
郡
子
口
分
田
百
五
十
六
町
正
米
】

事
右
国
内
錐
レ
有
二
的
役
一
業
レ
析
二
於
鮮
博
之
稀
】
　
自
レ
古
テ
レ
今
　
以
二
倍
食

新
京
供
l
絃
上
下
之
官
使
一
以
二
田
酌
光
義
立
二
川
粧
子
之
功
損
】
　
但
一
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（
檎
入
）

拝
新
田
十
二
町
「
伯
馬
新
田
十
六
町
年
」
年
新
五
十
二
町
也

矧
常
任
守
元
命
朝
臣
三
箇
年
所
収
納
骨
無
二
下
符
】
国
土
絶
賛
英
レ
過
二
於
斯
一

（
′
何
）

所
謂
御
馬
逓
送
之
日
　
桧
牧
上
下
之
使
　
翠
御
衰
御
之
威
】
未
レ
知
二
役
民
之

弱
】
或
号
供
給
等
問
吹
毛
先
玩
或
精
一
由
備
粧
略
鱒
皮
出
品
伯
爵
「

（
F
。
内
）

得
二
絹
胎
一
天
烏
飼
レ
株
排
御
　
盗
令
レ
軍
主
産
走
馬
m
y
槻
馳
去
…
・
…
：
Ⅲ

若
布
二
国
宰
之
艮
吏
一
以
不
レ
拘
二
惜
共
伴
食
新
l
者
何
箱
郡
司
百
姓
致
二
事

嬰

哉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‥

…

…

…

…

…

…

…

…

…

Ⅳ

誓
詞
裁
紆
　
早
成
二
障
子
之
依
惜
】
央

＜
本
条
は
、
元
命
が
駅
伝
食
料
田
と
駅
子
口
分
田
の
萬
米
を
支
出
し
な
い
こ

と
を
訴
え
て
い
る
。
＞

本
条
で
は
、
Ⅲ
相
当
部
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
Ⅲ
相
当
部
で
、
国

司
及
び
家
来
の
と
り
た
て
の
苛
離
さ
を
典
拠
を
有
す
る
表
現
で
表
し
た
り
、
絞

り
返
し
述
べ
た
り
し
て
い
る
の
で
、
Ⅲ
で
結
果
を
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
人
民

の
惨
状
は
明
ら
か
に
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

的
の
例
…
…
第
四
条

「

請
披
二
裁
断
l
守
元
命
朝
臣
正
税
利
楕
外
率
二
徴
無
レ
由
措
l
串

右
率
碍
正
和
利
椙
之
外
段
別
二
束
八
把
加
数
二
園
内
一
軍
計
其
積
】
尤
多

抑
件
率
椙
者
不
レ
経
二
臨
時
之
公
用
一
只
宛
二
私
謀
之
用
途
一
成
入
二
清
於
交

易
一
成
挙
一
遁
於
京
宅
一

悉
イ

如
旋
之
間
致
二
人
民
之
狙
一
更
不
亘
膏
的
之
中
　
上
目
釘
日
用

珊
拙
昨
固
l
他
州
愁
一
今
箪
一
我
上
之
責
一
倍
見
－
気
色
】
国
内
之
荒
蕉
人
民

之
佗
偉
　
業
レ
過
二
於
斯
一

務
イ

Ⅳ望
請
官
裁
披
二
召
軋
一
且
省
二
非
巡
加
徴
之
煩
t
且
知
二
朝
家
憲
法
之
皐

＜
本
条
は
、
元
命
が
規
定
以
外
の
米
を
収
奪
し
、
そ
れ
を
私
的
な
交
易
の
代

価
に
宛
て
た
り
、
京
の
自
宅
に
着
き
運
ば
せ
た
り
し
た
こ
と
を
訴
え
て
い

る
。
＞

木
条
で
は
、
1
相
当
部
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
な
こ
と
は
見
出
せ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
強
い
て
言
え

ば
、
い
わ
ゆ
る
事
書
（
一
行
日
）
の
部
分
に
I
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
事
門
を
読
め
ば
、
い
か
な
る
非
道
の
行
い
を
し
た
か
が
わ
か

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
従
来
の
規
則
或
い
は
木
来
守
ら
れ
る
べ
き
道
理
が
自
ず
か

ら
知
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
I
が
書
か
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
糾
し

て
い
る
。

以
上
、
各
パ
タ
ー
ン
を
実
例
に
即
し
て
説
明
を
加
え
て
き
た
。
こ
こ
で
、
第

一
条
か
ら
第
三
十
一
条
並
び
に
後
文
に
至
る
各
条
の
段
落
構
成
と
、
段
落
の
か

あ
り
目
に
用
い
ら
れ
た
接
続
詞
と
の
組
み
合
せ
の
．
バ
タ
ー
ン
を
一
覧
す
る
と
、

表
1
の
如
く
な
る
。

水
表
で
は
、
I
か
ら
Ⅳ
の
相
当
部
分
を
「
＝
」
で
示
し
、
記
我
が
な
い
場
合

は
「
・
」
を
以
っ
て
示
し
た
。
接
続
詞
の
使
用
が
見
ら
れ
な
い
場
合
は
「
□
」

を
以
っ
て
示
し
た
。
○
内
の
数
字
は
桑
番
号
を
示
し
、
⑳
は
後
文
を
示
し
て
い

る
。
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＜表2＞

而
以

「
尾
張
国
解
文
」
で
は
、
A
．
バ
ク
ー
ソ
に
屈
す
る
条
が
十
三
苗
条
、
B
・
バ
タ

ー
ソ
に
属
す
る
灸
が
十
九
箇
条
存
す
る
が
、
前
述
の
通
り
、
B
．
バ
タ
ー
ン
は
A

バ
ク
ー
ソ
の
変
型
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

表
1
を
も
と
に
、
段
落
の
か
わ
り
日
に
用
い
ら
れ
て
い
る
接
続
詞
を
整
理
す

る
と
裏
2
の
如
く
な
る
。

I
と
＝
の
問
で
は
、
「
而
（
シ
カ
ル
ニ
）
」
ま
た
は
「
然
而
（
シ
カ
レ
ド
モ
）
」

と
い
う
迫
説
の
接
続
詞
が
用
い
ら
れ
、
「
而
」
は
三
十
二
箇
条
中
二
十
二
箇
条

で
あ
り
、
「
然
而
」
は
六
箇
条
に
見
ら
れ
る
。
両
者
を
合
計
す
る
と
、
二
十
八

箇
条
、
全
条
の
お
よ
そ
八
割
に
あ
た
る
条
に
お
い
て
逆
説
の
接
続
詞
が
用
い
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
然
而
」
は
熟
合
型
で
「
シ
カ
レ
ド
モ
」
と
訓
じ
、
逆
説

の
機
能
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
洪
籍
の
訓
点
資
料
や
和
化
漢
文
の
訓
点

（9）

資
料
で
確
か
め
ら
れ
る
。

逆
説
の
機
能
は
同
じ
で
あ
る
が
、
別
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
表
現
に

（10）

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
を
持
た
せ
る
た
め
の
配
慮
か
と
考
え
る
。

次
い
で
、
‥
と
Ⅲ
と
の
問
の
接
続
詞
に
は
、
「
仇
」
　
「
囚
之
」
　
「
然
別
」
　
「
是



以
」
　
「
麦
」
と
い
う
五
振
類
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。
「
仇
」
は
十
箇
条
で
使
用

さ
れ
て
お
り
最
も
多
い
。
い
ず
れ
の
語
も
、
前
の
文
章
を
受
け
て
そ
の
結
果
を

導
く
と
い
う
順
説
の
機
能
で
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
合
計
す
る
と
、
二

十
一
箇
条
、
全
条
の
六
割
に
あ
た
る
条
で
順
説
の
接
続
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
数
掟
の
別
語
が
存
す
る
の
は
、
表
現
に
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
を
持
た
せ
る
た
め
か
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
Ⅲ
と
Ⅳ
と
の
問
に
も
接
続
詞
を
用
い
て
い
る
も
の
が
二
条
存
す
る
。

第
一
条
の
「
是
以
」
、
第
二
十
二
条
の
「
以
（
レ
）
彼
調
（
レ
）
之
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
冥
よ
り
、
「
尾
張
固
解
文
」
で
は
、
I
と
Ⅱ
と
の
問
に
は
逆
説

の
接
続
詞
を
用
い
、
Ⅱ
と
Ⅲ
と
の
間
に
は
順
説
の
接
続
詞
を
用
い
る
と
い
う
獅

型
が
存
す
る
と
言
え
よ
う
。

以
上
の
事
柄
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
如
く
な
る
。

「
尾
張
国
解
文
」
の
文
章
構
成
は
、
四
段
落
捕
成
が
基
本
で
あ
り
、
各
々
の

段
落
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

I
、
従
来
の
方
法

＝
、
「
I
」
に
背
く
事
実
（
国
司
の
非
道
・
机
暴
な
振
如
）

Ⅲ
、
「
Ⅱ
」
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
悲
惨
な
状
況

（
〓
）

Ⅳ
、
「
1
」
～
「
Ⅲ
」
よ
り
判
断
さ
れ
た
筆
者
の
意
見

そ
し
て
、
段
落
の
か
わ
り
日
に
用
い
ら
れ
る
接
続
詞
は
、
I
と
Ⅱ
と
の
問
は

逆
説
の
接
続
詞
（
「
而
」
・
「
然
而
」
）
で
あ
り
、
Ⅱ
と
Ⅲ
と
の
問
に
用
い
ら
れ
る

接
続
詞
は
順
説
の
そ
れ
（
「
仇
」
・
「
囚
之
」
等
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
が
、
段

落
構
成
と
接
続
詞
の
使
用
と
の
関
係
に
見
ら
れ
る
難
型
で
あ
る
。

∽
　
段
落
内
に
見
ら
れ
る
表
現
の
類
型

の
で
は
文
章
構
成
の
上
か
ら
の
獅
型
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
段

落
の
内
部
に
日
を
転
じ
、
旬
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
類
型
的
表
現
に
つ
い
て
述
べ

る
こ
と
に
す
る
。

調
査
の
結
果
、
類
型
的
表
現
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
主
に
Ⅳ
柑
当
部
に
お
い

て
で
あ
る
。
そ
こ
で
見
ら
れ
る
類
型
的
表
現
は
、
形
態
と
内
容
の
両
か
ら
三
在

に
獅
別
し
得
る
よ
う
に
思
う
。

（
1
）
「
コ
レ
ニ
ス
ギ
ク
ル
（
コ
ト
）
ハ
ナ
シ
」
の
如
き
表
現
で
・
「
こ
れ
以
上

の
被
害
は
な
い
」
と
、
そ
の
惨
状
を
強
調
す
る
場
合

（
‥
u
）
「
（
コ
コ
）
ニ
ア
リ
」
　
「
（
コ
コ
）
ニ
コ
ル
」
の
如
き
衷
現
で
「
被
害
の

原
因
は
（
元
命
の
暴
政
）
に
あ
り
」
と
断
言
す
る
場
合

（
…
・
・
1
）
「
（
国
宰
）
ニ
ア
空
フ
ズ
」
　
「
（
国
宰
）
ト
イ
ハ
ム
ヤ
」
の
如
き
表
現

で
、
国
司
と
し
て
不
適
格
で
あ
る
と
断
‖
∵
＝
す
る
場
合

こ
の
三
種
で
あ
る
。
例
を
掲
げ
る
。
（
参
考
と
し
て
宝
生
院
本
の
訓
点
に
従
っ

た
よ
み
を
示
す
。
）

（
1
）
の
例

こ
の
場
合
は
、
否
定
の
「
莫
」
「
元
（
無
）
」
を
用
い
た
例
と
、
反
語
を
用
い

た
例
が
存
す
る
。
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。
否
定

（

荒

）

　

　

　

　

　

　

0

楕
見
気
色
　
国
内
之
荒
蕪
　
人
民
之
佗
優
　
美
矧
抑
訓

ッ
ラ
く
キ
　
ロ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
荒
）

倍
気
－
色
】
を
見
ル
に
甲
－
内
之
荒
－
煎
人
－
民
の
之

窯コ套
レ　）

斯
－
に
〔
於
〕
週
こ
（
キ
ク
ル
）
こ
と
は
芙
；
）

・
費
国
之
吏
　
厩
民
之
謀
　
刹
捌
甜
矧
（
⑰
2
9
0
行
）

（
ハ
カ
リ
）
C
と

図
－
（
ヲ
）
費
ヤ
ス
〔
之
〕
吏
　
民
】
を
厩
（
ハ
）
㌢
〔
之
〕
謀
　
新
一

に
〔
於
〕
追
（
キ
ク
ル
コ
ト
）
は
無
シ

Ⅳ
相
当
部
以
外
で
見
ら
れ
る
頂
似
の
例
は
左
の
三
例
で
あ
る

°

・
図
土
経
管
　
莫
細
珂
抽

（
⑪
皿
行
）

ナ

図
－
土
の
控
－
管
斯
一
に
〔
於
〕
過
ニ
（
キ
）
タ
ル
（
コ
ト
）
は
莫
三
シ



・
愁
之
中
之
番
愁
　
莫
過
於
斯

＼

（
⑳
冊
行
）

工

慾
の
〔
之
〕
中
之
愁
㌫
箪
l
（
ル
）
こ
と
斯
一
に
〔
於
〕
過
二
妄
）
タ

ル
ハ
莫
三
シ

°

0

　

　

　

－

　

　

1

・
至
如
奉
公
庸
私
　
末
無
週
於
斯

公
一
に
奉
二
リ
私
一
を
敢
（
ル
）
カ
如
キ
に
至
（
リ
）

レ

に
〔
於
〕
過
こ
（
キ
タ
ル
）
こ
と
（
ハ
）
無
三
シ

フ‾

／ヽ

未6

互；誤

・＿辛

否
定
の
「
莫
」
は
本
文
中
に
八
例
存
す
る
が
、
下
に
「
追
於
斯
」
を
と
る
例

が
六
例
で
あ
る
。
う
ち
四
例
は
こ
こ
に
示
さ
れ
る
。
コ
尤
（
無
）
」
が
下
に
「
過

於
斯
」
を
と
る
例
は
、
四
十
例
中
に
二
例
で
あ
る
。
⑮
と
⑳
の
例
で
あ
る
。

。
反
語

・
傾
国
之
紐
哲
人
之
克
掛
離
乳
　
　
　
　
（
◎
粥
行
）

ア

タ

　

　

　

　

ノ

ム

シ

（

ア

）

ニ

団
ヲ
憤
ニ
（
ク
）
ル
〔
之
〕
鯉
人
一
を
軍
一
ス
ル
篇
　
岩
野
に
〔
於
〕

ス
坪
イ

過
キ
む
我

こ
の
一
例
で
あ
る
。

（
H
u
）
の
例

こ
の
場
合
は
、
副
詞
を
冠
す
る
例
が
多
く
、
「
コ
レ
ニ
ヨ
ル
」
に
つ
い
て
は
、

二
重
否
定
の
表
現
が
一
例
存
す
る
。

。
副
詞

コ

ノ

（

マ

ツ

リ

）

コ

ト

一
－
国
の
凋
痙
　
百
－
姓
の
残
－
雷
　
雷
に
之
　
務
一
に
〔
於
〕

有
（
ル
）
A
箪
エ
シ
Ⅴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
A
V
は
再
読
字
）

，
人
民
流
冗
　
卦
例
雌
事
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑲
2
7
5
2
7
6
行
）

（
n
）
ノ

人
民
の
洗
冗
　
尤
此
事
正
依
ニ
ル
リ

，
天
下
之
恐
腱
田
内
之
亡
琉
　
丹
倒
此
酎
　
　
　
　
（
⑳
3
2
3
別
行
）

ス
去
覇
）
　
　
　
（
コ
）

天
－
下
之
恐
－
膿
　
甲
⊥
円
之
。
亡
－
喝
0
（
平
濁
）
只
此
の
事
】
に
依
ニ
レ
ル

「
餓
而
（
モ
ト
ゝ
シ
テ
）
」
も
副
詞
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
こ
こ
に
加
え
る
。

0　0

。
凡
一
問
之
業
弊
百
姓
之
票
娼
而
到
　
　
　
（
⑤
諸
樽
）

凡
（
ソ
）
一
1
団
の
〔
之
〕
裏
－
弊
　
百
－
姓
之
迩
－
散
　
描
ゝ
シ
テ

〔
而
〕
之
品
二
㌢

．
国
土
炉
炒
捺
走

（

コ

）

レ

　

ヨ

国
l
土
の
野
響
シ
テ
〔
而
〕
草
　
に
総
＝
ル
リ

0

0

　

　

　

　

ヨ

・
国
土
亡
弊
　
人
民
逝
去
　
矢
難
空
　
相
而
伏
見

■
（
去
濁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
コ
リ

図
－
土
。
亡
－
弊
シ
人
－
民
赴
1
去
シ
穴
－
難
の
曇

ヨ

〔
而
〕
是
一
（
ニ
）
依
ニ
レ
リ

0
0
　
　
－

・
図
亡
民
放
　
賊
而
由
此

（
⑧
1
8
1
行
）

（
⑳
m
m
行
）

餓
（
ト
シ
）
て

（
㊥
5
3
9
行
）

40

図
の
亡
ヒ
民
の
散
（
ス
ル
）

こ
と
繊
（
ト
）
シ
て
〔
而
〕
此
一
（
ニ
）
由

副
詞
は
「
尤
」
「
蕾
」
「
只
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

e
！

・
凡
破
郡
故
国
之
謀
　
劫
民
却
物
機
　
尤
有
於
斯（

ハ

ヵ

リ

コ

）

卜

（
⑨
1
5
3
m
行
）

ヲ
ヒ
ヤ
カ

凡
（
ソ
）
郡
】
を
破
ユ
リ
図
一
を
破
ニ
ル
〔
之
〕

サ

ク

　

そ

ノ

を
却
　
ル
　
機
尤
新
一
に
〔
於
〕
有
エ
リ

カ

マ

ヘ

。
．
1
－
蘭
1
1
－
－
－

・
一
国
凋
痕
　
百
姓
残
害
　
常
有
於
之
訪

謀
　
民
一
を
劫
　
シ
物
一

㌢

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

レ

（
⑭
2
3
0
2
3
1
行
）

レ
リ

こ
の
四
例
は
「
姻
而
」
の
全
例
で
あ
る
。
「
描
而
」
に
下
接
す
る
句
は
「
コ

（12）

レ
ニ
m
ル
」
と
い
う
定
型
句
で
あ
る
。

。

否

定

（

二

重

否

定

）

　

　

（

票

　

0

。

1

・
是
以
吏
富
岡
食
　
物
轟
民
失
　
天
真
之
起
　
莫
不
由
於
抽

（
①
1
3
1
4
1
5
行
）



（
モ
）
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ウ

是
を
以
（
テ
）
更
は
富
ミ
国
は
食
シ
（
ク
）
物
誼
キ
民
失
セ
ヌ
　
天
－

ケ
キ
°
（
入
声
）
　
　
　
　
　
コ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
（
1
3
）

桑
の
〔
之
〕
起
り
斯
一
に
〔
於
〕
由
ニ
ラ
不
三
ト
云
コ
ト
莫
四
シ

（撃）

（
…
豊
の
例

こ
の
場
合
の
例
に
は
、
否
定
（
打
消
）
の
助
動
詞
「
ズ
」
を
用
い
た
例
と
、

反
語
を
用
い
た
例
が
存
す
る
。

。
否
定
（
打
消
）0　　　　　　－　　　　　11

・
既
見
此
由
　
不
足
国
宰
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑦
1
1
7
1
1
8
行
）

サ

既
に
此
由
一
を
見
ニ
（
ル
）
に
図
－
宰
一
に
は
足
ニ
ラ
不
三
ル
老
也

、

〇

・
以
役
謂
之
　
不
矧
矧
矧
封
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
3
6
2
3
6
3
行
）

彼
一
を
以
（
テ
）
之
l
を
謂
ニ
霊
園
－
宰
一
に
は
〔
於
〕
単
一
（
空
フ
）

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

レ

不。
反
語

牧
イ

°

　

　

　

　

－

　

　

　

　

r

r

r

　

1

1

1

1

1

一

〇

・
豊
以
残
計
之
政
　
謂
国
宰
之
端
哉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑮
2
1
5
行
）

（
7
）
一
l
　
イ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
イ

皇
　
幾
－
計
〔
之
〕
政
】
を
以
ニ
テ
か
図
－
宰
之
山
型
と
謂
ニ
（
ハ
）
む
我

0

　

　

　

－

　

　

［

〇

・
凡
督
任
守
元
命
朝
臣
不
知
其
浮
沈
　
何
以
謂
国
史
哉
　
　
（
⑲
3
2
2
3
2
3
行
）

凡
（
ソ
）
常
任
の
守
元
命
の
朝
臣
其
の
浮
－
沈
一
を
知
（
ラ
）
不
　
何
を

以
（
テ
）
か
図
－
吏
一
と
謂
ハ
ソ
故

以
上
の
（
1
）
（
‥
m
）
を
通
し
て
気
づ
く
こ
と
は
、
「
コ
レ
ニ
コ
ル
」
　
「
コ
レ
ニ

ス
ギ
ク
ル
（
コ
ト
）
　
ハ
ナ
シ
」
と
い
う
言
い
方
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
（
…
u
）
は
、
本
資
料
が
国
司
の
解
任
を
要
求
す
る
解
文
で
あ
る

と
い
う
性
格
か
ら
現
れ
た
表
現
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

四
、
平
安
時
代
の
解
文
に
見
ら
れ
る
類
型

こ
こ
で
は
、
「
尾
張
国
解
文
」
に
認
め
ら
れ
た
文
章
の
構
成
並
び
に
表
現
上

の
類
型
が
平
安
時
代
の
他
の
解
文
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
言
及
し
て

お
き
た
い
。

一
口
に
平
安
時
代
の
解
文
と
言
っ
て
も
、
そ
の
数
は
彪
大
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
資
料
を
限
定
し
、
『
平
安
遺
文
』
第
一
巻
か
ら
第
十
一
巻
に
収
め
ら
れ
た

も
の
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
「
古
文
書
編
総
目
録
」
に
「
…
…
…
解
」

と
題
さ
れ
た
解
の
う
ち
、
裁
許
申
請
を
内
容
と
す
る
解
文
三
百
二
十
編
余
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
段
落
構
成
が
四
段
落
に
整
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
は
三

十
九
例
で
あ
っ
た
。
全
体
数
か
ら
見
れ
ば
、
一
割
強
で
あ
る
が
、
例
の
多
く
は

（13）

い
ず
れ
か
の
段
落
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
変
型
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
段
落

を
分
か
つ
こ
と
が
困
難
な
例
も
少
な
か
ら
ず
存
し
た
。

四
段
落
が
撃
見
ら
れ
て
い
る
例
を
左
に
掲
げ
る
。
こ
れ
は
、
長
徳
四
年
（
九
一

九
八
）
に
備
前
国
成
田
庄
の
梶
取
佐
伯
吉
永
が
検
非
違
使
庁
に
裁
許
を
煩
い
出
　
4
1

た
解
文
で
あ
る
。
（
『
平
安
達
文
』
第
二
巻
、
文
書
番
号
三
七
四
、
返
点
は
私
に
　
一

付
す
。
）

備
前
図
鹿
田
御
庄
居
住
梶
取
佐
伯
吉
永
解
　
申
請
検
非
違
使
m
裁
都

議
披
殊
蒙
　
鴻
恩
、
礼
給
焉
耕
津
園
長
措
濱
住
字
高
先
生
秦
押
再
任
水
手

（
∬
カ
）

黍
米
茂
同
意
預
乗
船
勝
我
二
百
六
十
石
船
一
般
井
雑
物
等
披
□
取
不
安
愁

状
副
進
日
記

右
吉
永
謹
桧
二
案
内
一
、
件
船
備
前
国
鹿
田
御
庄
別
首
狼
河
幸
運
也
＝
…
・
I

耐
秋
篠
寺
美
作
図
米
百
八
十
石
、
酪
皿
廿
籠
焉
レ
勝
三
戟
所
二
倍
取
∴
□
吉
永
夢
】

（葎）

糀
取
－
、
勝
二
耽
件
米
陥
．
・
1
L
等
－
上
道
之
間
、
以
二
今
月
二
日
一
、
於
二
舶
□
国
武
庫

（
や
J

郡
小
港
】
、
箪
l
南
大
風
－
、
入
㌢
清
已
了
、
勇
往
寺
使
件
損
損
米
ロ
悉
散
下
又

（逃）

了
　
受
水
手
秦
米
茂
俄
成
好
意
、
船
内
放
物
盗
取
口
亡
了
、
其
後
件
米
茂
長



渚
濱
不
芋
粥
件
字
高
先
生
泰
押
印
使
等
談
取
、
吉
永
之
身
投
書
口
云
モ

＝

‥

‥

＝

・

＝

＝

＝

＝

・

‥

‥

＝

‥

‥

＝

Ⅱ

（
物
カ
）

酎
訟
箪
妄
二
身
命
l
、
桧
二
預
船
井
∩
≡
坤
去
之
程
、
盗
件
船
井
難
物
等
、
皆

悉

班

遺

扱

者

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

Ⅲ

…
　
　
　
（
莫
カ
）
　
　
…

焉

愁

之

甚

、

□

　

迫

於

斯

　

　

　

　

　

　

　

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

Ⅳ

（
璃
描
取
カ
）

望
請
　
検
非
違
使
虹
裁
、
披
三
礼
一
恵
件
不
善
之
㌍
∩
］
船
井
柁
物
等
－
、

野
一
一
知
二
公
底
之
烹
一
、
仇
往
事
状
、
以
解
、

（永）

長
徳
四
年
二
月
廿
一
日
　
備
前
国
税
取
佐
伯
「
営
口
」

こ
れ
に
よ
る
と
、
別
常
渋
河
幸
運
の
胎
が
、
京
に
米
や
塩
等
を
運
ぶ
途
中
の

港
で
大
風
の
為
に
水
を
か
ぶ
り
、
荷
物
が
だ
め
に
な
っ
た
。
す
る
と
、
船
頭

の
黍
米
茂
が
悪
心
を
起
こ
し
、
船
内
の
物
を
盗
み
取
り
、
吉
永
の
命
ま
で
も

狙
っ
た
。
吉
永
は
船
を
拾
て
て
命
か
ら
が
ら
逃
げ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
愁

の
甚
し
い
こ
と
は
こ
れ
以
上
の
事
は
な
い
。
よ
っ
て
、
裁
判
で
乗
っ
取
ら
れ

た
胎
と
荷
物
を
返
還
す
る
よ
う
取
り
計
ら
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の
で

あ
る
。

こ
の
解
文
も
含
め
て
、
I
と
Ⅲ
と
の
問
に
逆
説
の
接
続
詞
を
用
い
た
例
は
二

百
一
二
十
五
例
は
ど
拾
わ
れ
る
。
「
而
」
は
百
九
十
三
例
、
「
然
而
」
は
十
七
例
、

「
然
」
は
十
五
例
、
「
錐
然
」
は
十
例
で
あ
る
。
次
に
、
Ⅱ
と
Ⅲ
と
の
問
に
旧
説

の
接
続
詞
を
用
い
た
例
は
、
六
十
七
例
存
し
、
「
仇
」
は
二
十
二
例
、
「
田
之
」

は
十
二
例
、
「
囚
義
」
は
九
例
、
「
安
」
は
九
例
、
「
囚
之
」
は
八
例
と
続
く
。

段
落
の
か
わ
り
目
で
の
接
続
詞
の
使
用
は
、
「
尾
張
田
解
文
」
に
認
め
ら
れ
た

耕
型
に
通
う
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
Ⅳ
相
当
部
の
類
型
的
表
現
に
つ
い
て
は
、
「
コ
レ
ニ
ス
ギ
ク
ル
ハ
ナ

シ
」
、
或
い
は
「
コ
レ
ニ
シ
ク
ハ
ナ
シ
」
　
の
如
き
表
現
で
、
被
っ
た
損
害
の
状

況
を
強
調
し
た
例
が
多
く
拾
わ
れ
る
。
窺
似
の
表
現
を
、
反
語
を
用
い
て
表
し

た
例
も
存
す
る
。
こ
れ
ら
は
（
！
）
に
あ
た
る
例
で
あ
る
。

。
否
定

・
（
琴
之
芭
掛
矧
酎
（
3
7
。
禦
蒜
禦
憲
7
6
7
盈
禦

・
大
愁
掛
矧
矧
Å
聖

愁　莫
甚　遇
莫0　期

1445　）
）

・
鶉
安
守
大
愁
莫
迫
□
（
川
）

・
愁
矧
掛
（
聖

。
反
語

・
（
愁
吟
た
き
仲
恥
柚
オ
（
㌶

7192

・
（
愁
吟
之
難
堪
）
極
矩
拍
オ
酔
（
1
4
7
。

・
大
愁
仲
掛
柚
オ
争
（
禦

・
悲
道
之
甚
仲
恥
柚
矧
剣
（
1
6
6
1
）

・
愁
嘆
極
矩
矧
剣
（
3
1
。
。
）

・
（
崇
甚
）
伸
助
姑
オ
掛
（
霊
）

二
子
家
之
訴
以
仲
姐
抽
掛
（
1
6
6
9
）

・
有
名
袈
仰
聖
l
酔
（
聖

19593785

24324053
L L′

－42　－

・
所
司
等
之
愁
嘆
仲
掛
澗
刊
矧
矧
（
豊

・
愁
中
之
愁
仲
矩
矧
叉
聖



・
無
道
之
至
極
恥
迫
矧
掛
（
聖

・
非
常
之
甚
仰
許
選
1
9
8
7
）

・
仲
捌
矧
…
尤
大
愁
也
（
禦

・
大
訴
極
矧
刊
矧
叉
禦

・
寺
空
訴
批
週
オ
剣
（
禦

・
大
愁
歎
矧
掛
（
聖

・
尤
大
愁
極
乱
（
1
4
。
9
）

同
様
の
用
例
が
多
く
存
す
る
も
の
は
、
用
例
の
上
部
の
語
句
が
多
種

に
あ
た
る
た
め
、
（
　
）
内
の
語
句
に
代
表
さ
せ
た
。
又
、
用
例
の

下
の
（
　
）
内
の
否
号
は
、
『
平
安
遺
文
』
に
お
け
る
文
書
番
号
で

あ
る
。

形
態
上
、
助
辞
「
於
」
が
見
ら
れ
な
い
例
や
、
「
於
」
の
か
わ
り
に
「
干
」

が
見
ら
れ
る
例
が
存
す
る
が
、
句
と
し
て
の
意
味
に
は
変
わ
り
な
い
も
の
と
思

え
ノ
。

ま
た
、
（
‥
1
1
）
と
し
て
「
被
害
・
損
害
の
原
因
は
…
…
に
あ
り
」
と
断
言
す
る

例
も
次
の
如
き
例
が
存
す
る
。

。
否
定
（
二
重
否
定
）

・
壷
心
行
監
嵐
引
謝
（
聖

。
副
詞

・
百
姓
迎
散
之
其
到
矧
到
（
禦

（
…
山
）
に
あ
た
る
例
は
存
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
前
述
の
如
く
、
「
尾
張
国
解

文
」
の
資
料
の
性
格
に
関
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
、
調
査
中
に
拾
わ
れ
た
用
例
の
提
示
に
終
始
し
た
観
が
あ
る
が
、
概
ね

「
尾
張
園
解
文
」
と
通
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

五
、
結
び

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
よ
り
、
「
尾
張
図
解
文
」
と
通
ず
る
、
文
章
の

構
成
上
の
析
型
並
び
に
表
現
上
の
類
型
が
平
安
時
代
の
解
文
に
つ
い
て
も
認
め

ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
少
な
か
ら
ず
そ
の
棒
型
の
喝
外
の
例
が

存
在
す
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
殊
に
、
四
段
落
構
成
を
有
し
な
い
例
を
如
何
に

考
え
る
か
が
、
当
面
の
課
題
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
解
文
に
お
い
て
四
段
落
構

成
が
撃
足
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
い
つ
の
頃
ま
で
閉
り
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
、

そ
の
起
源
と
も
な
る
べ
き
も
の
を
探
り
出
す
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

四
段
落
構
成
に
至
る
ま
で
に
変
遷
が
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
こ
と
も
明
ら
か
に

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

残
さ
れ
た
問
題
は
多
い
が
、
今
後
の
研
究
方
向
と
し
て
は
、
他
の
様
式
の
文

司
例
え
ば
天
皇
文
雪
太
政
官
符
等
の
上
位
者
か
ら
下
位
者
に
与
え
ら
れ
る

文
書
に
つ
い
て
調
査
し
、
解
文
に
見
ら
れ
た
類
型
が
存
す
る
か
否
か
を
究
明
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
上
に
立
っ
て
、
改
め
て
「
解
文
」

の
文
章
構
成
を
古
文
書
の
文
章
の
中
に
位
喝
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

え
ノ
。
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注
（
1
）
但
し
、
資
料
の
均
質
性
に
お
い
て
は
問
題
が
あ
る
。

（
2
）
佐
藤
進
一
『
古
文
書
学
入
門
』
一
九
〇
～
一
九
一
貫
。

（
3
）
　
『
群
書
解
輯
』
　
（
第
六
）
に
よ
る
。
岩
崎
小
弥
太
氏
執
笹
。
「
編
者
も



成
立
年
代
も
不
詳
」
で
あ
る
。
「
宣
旨
・
同
請
文
・
院
宣
・
同
請
文
・

院
庁
御
下
文
・
同
詩
文
以
下
獅
教
書
に
至
る
公
私
の
吾
札
百
四
租
の
書

式
を
例
示
し
た
も
の
」
で
あ
っ
て
、
「
土
御
門
天
皇
（
在
位
一
一
九
八

～
一
二
一
〇
）
の
承
元
元
年
（
一
二
〇
七
）
以
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
」

（
4
）
　
『
新
岱
一
宮
市
史
　
資
料
編
第
三
　
尾
張
国
解
文
』
　
に
、
宝
生
院
本
を

始
め
と
し
て
主
な
写
本
の
写
夷
と
翻
刻
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
5
）
阿
部
猛
『
尾
張
国
解
文
の
研
究
』
（
日
本
史
学
研
究
双
書
2
）
、
同
『
摂

関
政
治
』
　
（
教
育
社
歴
史
新
書
4
）
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
6
）
「
『
尾
張
国
解
文
』
の
研
究
－
－
古
文
㌫
に
お
け
る
表
現
方
法
の
基
本
的

原
則
を
求
め
て
H
－
－
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
三
租
、
昭
和
五
十

五
年
三
月
）
、
司
尾
張
国
解
文
』
の
研
究
・
－
－
古
文
書
に
お
け
る
表
現
方

法
の
基
本
的
原
則
を
求
め
て
8
－
－
」
（
「
大
谷
女
子
大
学
紀
要
」
第
1
8

号
第
2
租
、
一
九
八
四
竺
一
月
）
、
「
『
尾
張
国
解
文
』
の
研
究
1
－
古

文
書
に
お
け
る
表
現
方
法
の
韮
木
的
原
則
を
求
め
て
⇔
－
I
L
（
「
大
谷

女
子
大
学
紀
要
」
第
1
9
号
第
2
時
、
一
九
八
五
年
一
月
）

（
7
）
　
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
七
十
四
拍
（
昭
和
六
十
年
）

（
8
）
　
「
平
安
時
代
の
古
記
鋸
に
お
け
る
『
而
』
字
の
用
法
に
つ
い
て
」
（
『
平

安
時
代
古
記
鉦
の
国
語
撃
的
研
究
』
第
二
部
第
〓
単
第
二
節
）

（
9
）
鈴
木
拇
心
「
然
面
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
六
机
、
昭
和

五
十
八
年
）

（
1
0
）
　
「
而
」
と
「
然
而
」
の
使
用
上
の
差
共
と
し
て
次
の
こ
と
が
気
づ
か
れ

る
。
「
而
」
の
直
後
に
「
常
任
守
元
命
朝
臣
」
、
「
国
宰
」
と
い
っ
た
語

が
続
く
こ
と
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
「
而
」
の
場
合
、
二
十
二
箇
条
中

⑨
㊥
⑪
⑳
⑮
㊧
㊨
㊨
㊥
⑳
の
十
箇
条
に
そ
の
例
が
見
ら
れ
る
。
「
然
而
」

の
場
合
は
、
六
箇
条
中
⑲
⑳
の
二
例
の
み
で
あ
る
。

（
1
1
）
賃
者
の
意
見
が
Ⅳ
相
当
部
以
外
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
例
は

類
型
的
表
現
に
つ
い
て
述
べ
る
箇
所
に
示
し
て
あ
る
。

（
崇
　
「
コ
レ
」
、
「
ヨ
ル
」
と
い
う
訓
に
あ
た
る
漢
字
に
数
種
の
異
な
る
表
記

が
存
す
る
が
、
こ
れ
は
狩
義
字
の
問
題
と
関
わ
っ
て
く
る
。
よ
っ
て
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
埠
「
尖
農
の
解
文
の
例
に
は
、
1
相
当
部
或
い
は
Ⅲ
相
当
部
し
か
記
既
さ
れ

て
い
な
い
も
の
も
存
す
る
。
又
、
1
、
Ⅲ
相
当
部
の
内
容
が
泥
沼
し
て

い
る
た
め
に
区
別
が
困
難
な
例
も
多
い
。
よ
く
拾
わ
れ
る
パ
タ
ー
ソ

は
、
1
並
び
に
Ⅲ
紺
当
部
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
此
の
如
き
パ
タ
ー
ソ
を
子
細
に
見
る
と
、
I
の
内
部
が

I
、
Ⅱ
、
Ⅲ
の
三
段
落
構
成
に
な
っ
て
い
る
例
も
若
干
存
す
る
の
で
あ

る
。

＜
付
記
＞

本
稿
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
春
季
研
究
集
会
に
於

け
る
発
表
を
ま
と
め
、
印
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
で
は
増
田
欣
先

生
、
小
林
芳
規
先
生
に
御
助
言
を
賜
わ
っ
た
。
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
は
、

小
林
芳
規
先
生
に
終
始
温
か
な
御
教
示
・
御
指
苺
を
賜
わ
り
、
山
木
秀
人
氏
を

ほ
じ
め
と
し
て
諸
兄
に
は
貴
琉
な
御
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
探
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
島
大
学
教
育
学
部
非
常
勤
講
師
）
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